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■
悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

10
月
末
に
、
市
内
で
高
齢
者
が
犠
牲

に
な
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
が
発
生
し
た
の
は
夕
暮
れ
の
時
間

帯
で
す
。
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
は

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
や
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
悲
惨
な
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
安
全
確
認
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
は
、
で
き

る
だ
け
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
し
っ
か
り
前

方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
な
速
度
で
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

今
後
30
年
以
内
に
99
％
の
確
率
で
発

生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
沖

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
、

本
市
で
は
白
石
市
建
設
職
組
合
や（
社
）

宮
城
県
建
築
士
会
白
石
刈
田
支
部
と
の

間
で
新
た
に
災
害
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
協
定
書
の
内
容
は
、
災
害
の
迅
速

な
復
旧
を
図
る
た
め
、
市
の
要
請
に
よ

り
両
団
体
が
危
険
家
屋
の
危
険
度
判
定

や
必
要
な
情
報
収
集
な
ど
に
協
力
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
災
害
発
生
時

に
必
要
な
物
資
や
移
動
式
ト
イ
レ
を
優

先
的
に
供
給
・
レ
ン
タ
ル
す
る
な
ど
の

協
定
を
複
数
の
民
間
企
業
と
の
間
で
締

結
し
て
い
ま
す
。

■
青
色
回
転
灯
自
動
車
が
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
に
出
動

　

10
月
13
日
、
鎌
先
駐
在
所
に
お
い
て

鎌
先
地
区
防
犯
協
会
の
青
色
回
転
灯
自

動
車
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
先
地
区
防
犯
協
会
で
は
、
福
岡
中

学
校
Ｐ
Ｓ
Ｃ
パ
ト
ロ
ー
ル
と
の
連
携
や

車
上
荒
ら
し
撲
滅
活
動
な
ど
、
熱
心
な

防
犯
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
市

内
初
と
な
る
青
色
回
転
灯
自
動
車
２
台

が
県
警
察
よ
り
許
可
を
受
け
運
用
開
始

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
安
全
・
安
心

を
見
守
る
大
切
な
青
い
光
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け

て
、
災
害
関
係
情
報
や
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
な
ど
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

●
配
信
情
報

①
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
関
係
情
報

②
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
中
止
情
報
な
ど

の
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
登
録
方
法

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
空
メ
ー

ル
を
送
る
こ
と
で
、
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①「shiro-i

＠posh.jp

」
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

②
折
り
返
し
、「
登
録
案
内
」
メ
ー
ル

が
着
信
し
ま
す
。

③
本
文
に
従
っ
て
、
登
録
窓
口
の
リ
ン

ク
を
押
し
ま
す
。

④
登
録
受
付
窓
口
の
画
面
が
開
い
た

ら
、
利
用
規
約
に
同
意
後
、
説
明
に

従
っ
て　

項
目
の
選
択
を
行
い
、
最

後
に
「
確
認
」
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

⑤
選
択
し
た
内
容
の
一
覧
が
表
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
確
認
を
行
い
、
正
し
け

れ
ば
「
登
録
」
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

⑥
折
り
返
し
、「
登
録
さ
れ
ま
し
た
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
着
信
し
ま
す
。

　

な
お
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
対
応
の

携
帯
機
種
を
お
持
ち
の
方
は
、
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け
で
「shiro-i

＠

posh.jp

」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
広
報

し
ろ
い
し
の
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
利
用
に
か
か
る
費
用

　

登
録
は
無
料
で
す
が
、
携
帯
電
話
会

社
に
よ
っ
て
メ
ー
ル
の
受
信
に
約
３
円

の
通
信
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
通
信
料
は
利

用
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
信
し
た
デ

ー
タ
量
に
応
じ
て
か
か
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

お
子
さ
ん
が
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
中
学
校
へ
通
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
不
審
者
情
報
や
連
絡
メ
ー
ル
を

配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
登
録

方
法
は
、
各
校
・
各
園
か
ら
直
接
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
生
活
環
境
課
交
通
防
災
係
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　「安全」と「安心」。これはまちづくりの要であり、行政・市民・各団体が一体となって取り組むことで、初めて実現で
きるものです。交通事故や火災、犯罪などの人災、地震・大雨などの天災…。私たちの生活を脅かす危険は、身近なとこ
ろにいつも潜んでいます。「自助」「共助」「公助」の観点から、みんなで私たちのまちを守っていきましょう。

問生活環境課　022-1314

▲10月17日に行われた調印式

▲出動する青色回転灯自動車。
今後、地域の安全を見守り
ます。

「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」配
信
中
！

安全・安心なまちづくりに向けて安全・安心なまちづくりに向けて

防災特集防災特集

市内でたくさんの市内でたくさんの
イベントが行われましたイベントが行われました
市内でたくさんの市内でたくさんの
イベントが行われましたイベントが行われました

　白石サッカー協会が主催した活動
には、スポーツ少年団、中学・高校、
社会人・シニアチームなどから約
250名が参加。１時間ほどで軽トラ
ック７台分の雑草を刈り取りました。

白石川サッカー公園で
清掃活動

（10月21日、白石川サッカー公園）

　今年の城の会は白石城茶会と同時
開催。会場内に設置された特設舞台
では琴や日舞、詩吟などが次々に披
露され、訪れた人は古典芸能の魅力
を心ゆくまで堪能していました。

平成19年城の会
（10月21日、白石城本丸内）

　多彩な大道芸の技や、沖縄エイ
サー踊り、よさこい踊りなどの披露、
県内各地の地元鍋料理の振る舞いな
どが行われ、会場の中町歩行者天国
は大勢の市民でにぎわいました。

大道芸・ふるさと芸能踊り
＆お国自慢のふるさと鍋まつり

（11月10日、市中心部）

　10月28日、ホワイトキューブで
第９回福祉まつりが開催され、約
1,700人の来場者でにぎわいました。
｢であい、ふれあい、ささえあい｣
をキャッチフレーズに開催された今
年のおまつりでは、車いすや目隠し
などの体験コーナーや市内の福祉施
設の皆さん手作りの品々を格安で提
供する販売コーナーなど、多くのブ
ースが設けられました。障害者の皆
さんのステージ発表では、多くの皆
さんから大きな拍手が送られました。

第９回福祉まつり

であい・ふれあい・ささえあい

　11月３日、すまｉ
い

るひろばを会場
に「まちなか音楽祭Musicライヴ
2007」が行われました。この催しは
「音楽から心の元気を」と、(社)白
石青年会議所が主催したものです。

　昼の部・夜の部に分かれて行われ
た音楽祭には、白石中学校吹奏楽部
の皆さんのほか、「まか」、「Thorn」、「ま
ぐのりあ」、「すみれ」などのアーティ
ストが参加。迫力のロックや美しい
歌声が響きわたり、会場はたくさん
の人でにぎわいました。

まちなか音楽祭
Musicライヴ2007

音楽から心の元気を！

　10月28日、ベガルタ仙台の指導
者を招き、市内の小学生を対象にし
たサッカー教室が白石高校第２グラ
ウンドで開催されました。

　今年で８回目を迎える教室には、
市内の小学生約50人が参加。低・中・
高学年の３組に分かれ、パスやドリ
ブル、ヘディングなどの練習を行い
ました。最後に、子どもたちとコー
チ陣のミニゲームが行われ、子ども
たちは目を輝かせてボールを追いか
けていました。

ベガルタ仙台サッカー教室・
おもしろサイエンスショー

第15回白石市生涯学習フェスティバル

　また、11月13日には、第二小学
校で市内の小学５・６年生を対象に
した「でんじろう直伝！『おもしろ
サイエンスショー』」が行われました。
　ショーでは、テレビでおなじみの
米村でんじろうさんの弟子、チャー
リー西村さんが次々と楽しい科学の
実験を披露。手作りブーメランや空
気砲、風船を使った実験など、見た
こともない大掛かりな実験に、参加
した600人の子どもたちは目を輝か
せていました。▲一日も早い再開を！

▲美しい琴の音色が響きわたる白石城

▲一輪車を使った大道芸 ▲大きな拍手が送られたステージ発表

▲白石中学校吹奏楽部の皆さんによる演奏

▲楽しくボールを追いかける子どもたち

▲巨大空気砲を使った実験


